
表－6・10・2（5）改変区域内において確認 された重要な種の生息状況に基づ く変化 の程度の検討 （河川永生生物） （その1） 叶 2～1絹 体未満 十H 」0～10相体未満 ｛ 叶 100 書体以上

6 －10－37

分 類
園 外 、国 内

（亜 種 に つ い

、沖純 県 での

て は 同 一 亜 種

分 布 状 況

の 分 布 情 報）
石 垣 島内 にお ける生 息 状 況

現 空 港 予

注 6

定地 福連 粛 査
拍 定 及 び 選 定状 況

注 1 注 2 注 3 注4 注 5 改 変 区域 内 法 的
規 制

その 他

恥 和 名
国
外 －

国
内

沖
耗

県

石
壇

島
内

葦 萎 改

変

区

域
外

霊 蓋

沢

A
⊂：l
計

重 要 な 種 の 分 布 及 び 生 息 状況 の 変 化 の 程度
注 7

天
然

記

念

物

注 8

乗
境

省

注 9

沖
親

県

注 10

W

W

F

1
サキシマヌマエヒ●

く琉 球 列 島 固 有種 〉

沖 永 良部 以
南 ？

久 、宮 、石 、

与

広 範 に 生 息す るもの と推 定 され る。宮 良川 ～ 轟 川 周 辺 で

は 局 所 的 （宮 良川 上 弦 部 の み ）。
個 体 数 は 少な いと推 定 され る。

B ｝ 十＋＋ ＋十＋

両 側 回 逓 性 で 石 垣 島 内 の 広 範 に 生 息 し、個 体 数 は 少 な い と推 定 され 、調 査 範 囲

に お い て は 改 変 区 域 内 で の 確 謎 個 体 数 が 改 変 区 域 外 で の 確 認 個 体 数 より多 く、さ

らに 、改 変 区 域 外 の 宮 良 川 等 に お ける 生 息 場 所 は 局 所 的 で生 息 量 は 少 ない と推

定 され ることか ら 、事 業 実 施 区 域 周 辺 の 個 体 群 が 存 続 で きな い お そ れ が あ るもの と

考 え られ る。

準 希 少

2 オオヒライリガニ

中 部 太 平

洋 、インド洋

沿 岸

相 模 湾 ～

八 重 山
琉

広 範 に 生 息す るものと推 定 され る。島 内全 域 （＃ 川 、通 路

川 、水 田 等 ）で叔 察 され た。
個 体 数 は 普 通 と推 定 され る－

C ＋＋寸・＋ ＋＋＋ 十＋＋ ＋＋＋＋

琉 球 列 島 で は 、河 川 ・水 田 等 で 普 通 に 見 られ 、石 垣 島 内 に お い て も広 範 に生 息

し、個 体 数 は 普 通 と推 定 され 、調 査 範 囲 に お いて は 100個 体 以 上 が 確 落 され てい

る。この うち 改 変 区域 内 で は 数 十 個 体 が 確 認 され た が 、改 変 区 域 外 で は 100 個 体

以 上 が 確 認 され て お り、さら に 、両 側 回 遊 性 で 外 洋 （太 平 洋 上 ）を 流 れ 藻 等 を 利 用

して 分 散 す ることもあ り、生 息 域 は 広 い こ とか ら、事 業 実 施 区 域 周 辺 の 個 体 群 が 存

続 で きな い お そ れ は な い もの と考 え られ る。

稀 少

3
ヤエヤマサワオニ

く八 重 山 諸 島 固 有 種 〉
石 、酉

広 範 に 生 息す るもの と推 定 され る。島 内 全 域 で 観 察 され

た。

個 体 数 は 普 通 と推 定 され る。載 察 河 川 で は普 通 にみ られ

た

C ＋十十十 ＋＋＋ ＋＋十 ＋＋↑＋

陸 封 型 で 純 淡 水 域 で 生 息 す るが 、石 垣 島 内 で は 広 範 に 生 息 し、個 体 数 は 普 通 と

推 定 され 、調 査 範 囲 で は 10 0個 体 以 上 が 権 藤 され てい る 。この うち 改 変 区 域 内 で は

10 0個 体 以 上 が 確 忍 され た が 、改 変 区 域 外 に お い て も10 0個 体 以 上 が 確 認 され て

い るこ とか ら、草 葉 実 施 区 域 周 辺 の 個 体 群 が 存 続 でき な い お そ れ は な い もの と考 え
られ る。

準 希 少

4
ミヤゲキサワガニ

〈八 重 山 諸 島 固 有 種 〉

台 （近 年 別 種

扱 い ）
石 、西

広 範 に生 息す るもの と推 定 され る。

個 体 数 ほ 普 通 と推 定 され る。

調 査 区域 内 の 沢 で普 通 に 見 られ た 。
C ＋＋＋ ＋＋ 十＋＋

陸 封 型 で 純 淡 水 域 で 生 息 し 、特 に 山 地 部 の 上 流 域 に生 息 す ることが 知 られ てい る

が 、石 垣 島 内 で は 広 範 に 生 息 し 、個 体 数 は 普 通 と推 定 され 、調 査 範 囲 で は 数 十 個

体 が 確 認 され て お り、そ の 殆 どが 改 変 区域 外 で の 確 認 で あ り、改 変 区 域 内 で の 確

認 は 数 個 体 と少 ない ことか ら、事 業 実 施 区 域 周 辺 の 個 体 群 が 存 続 で きな い お そ れ

は な いも の と考 え られ る。

準 希 少

5
ヤエヤマヤマがニ

〈八 重 山 諸 島 固 有 種 〉
石 、西

広 範 に生 息 す るもの と推 定 される 。島 内 全 域 で 載 察 され
た 。

個 体 数 は 普 通 と推 定 され る。観 察 地 で は 普 通 に み られ た
C ＋＋＋ 十＋ 十＋＋

陸 封 型 で 山 林 に 生 息 す ることが 知 られ て い るが 、石 垣 島 内 では 広 範 に 生 息 し、僻

休 数 は 普 通 と推 定 され 、調 査 範 囲 に お い ては 数 十 個 体 が 確 認 され て お り、そ の 殆

ど が 改 変 区 域 外 で の確 認 で あ り、改 変 区 域 内 で の 確 誅 は 数 個 体 と少 な い こ とか ら、

事 業 実 施 区 域 周 辺 の 個 体 群 が 存 続 で きな い お そ れ は な い もの と考 え られ る。

準 希 少

6 ムラクモカノコガイ ム⊂：I

小 笠 諸 （絶

滅 ？）、奄 美
大 島

沖 、久 、石 、
西 、与

広 範 に生 息 す るもの と推 定 され る。

個 体 軌 ま少 ない 。県 内 に広 範 に分 布 し、海 流 分 散 を行 う
種 で ある。沖親 鳥 では 個 体 数 は 少 ない な が ら各 所 で 観 察

され る。

B 十十十 ＋＋＋ 十＋＋

両 側 回 遊 性 で 石 垣 島 内 で は 広 範 に 生 息 す るもの と推 定 され る が 、個 体 数 ほ 少 な

く、調 査 範 囲 に お け る確 謎 個 体 数 は 改 変 区域 内 及 び 改 変 区域 外 で そ れ ぞ れ 十 数

個 体 と同 数 程 度 で あ ることか ら、事 業 実 施 区 域 周 辺 の 個 体 群 が 存 続 で き な い お そ

れ が あ るもの と考 え られ る 。

危 険

7 オカイシマキガイ 台 ？

小 笠 諸 （絶

滅 ？）、奄 美

大 島

沖 、久 、石 、

西 、与

広 範 に生 息 す るもの と推 定 され る。

個 体 数 は 少 ない 。県 内 に広 範 に分 布 し、海 流 分 散 を 行 う

種 で ある。沖耗 島 では 個 体 数 は 極 め て少 な い な が ら各 所

で 毛 察 され る。

B ＋十 ＋＋ ＋イ・

両 側 回 遊 性 で 石 垣 島 内 の 広 域 に 生 息 す るものと推 定 され る が 、個 体 数 は 少 な く、

調 査 範 囲 に お け る確 蕗 個 体 数 は 数 個 体 とわ ず か で あ る。さらに 、確 認 個 体 数 は 改

変 区 域 内 及 び 改 変 区 域 外 で 同 数 程 度 で あ ることか ら、事 業 実 施 区 域 周 辺 の 個 休

群 が 存 続 で きな い お そ れ が あ るもの と考 え られ る。

危 険

8 コハクカノコがイ
イント 太 平 洋

域
押 詰 以 南
（沖 、石 、与 ）

局 所 的 に 生 息 す るもの と推 定 され る。

海 流 分 散 を行 う種 であ ると推 定 され る。
B ＋＋十 ÷＋＋

両 側 回 遊 性 と推 定 され 、河 口 近 くの 転 石 下 に生 息 す るこ とが 知 られ て い る。石 垣 島

内 で は 局 所 的 に 生 息 す るもの と推 定 され 、調 査 範 囲 にお い て は 改 変 区 域 内 の 沢

で 数 十 数 個 体 が 確 認 され た の み で あ ることか ら、事 業 実 施 区域 周 辺 の 個 体 群 が 存
続 で きな い お そ れ が あるも の と考 え られ る。

絶 滅

寸 前

9
オキナワミス～コ●マツポ

く琉 球 列 島 固 有 種 〉
北 琉 球

久 、中 ・甫 琉

珠

広 範 に生 息す るもの と推 定 され る。
個 体 数 は 少 ない と推 定 され る。県 内 に 広 範 に分 布 す る種

で ある。沖縄 島 では 個 体 数 は 少 な いな が ら各 所 で葡 ．察 さ
れ 、場 所 によっては 多 い 。

B ＋＋十 ＋＋＋＋ ＋÷＋＋

石 】夏鳥 内 の 広 範 に 生 息 し、個 体 数 は 少 な い と推 定 され るが 、調 査 範 囲 で は 100個

体 以 上 が 確 認 され て い る。この うち改 変 区 域 内 で は 100 個 体 以 上 が 確 認 され た が 、

改 変 区 域 外 で も約 100 個 体 が 確 認 され て い ることか ら、事 業 実 施 区 域 周 辺 の 個 体

群 が 存 続 で き な い お そ れ は な い もの と考 え られ る。

準


